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             事業年度終了に伴う報告書 
 

 当協会の２００４年度終了に伴い、以下の通りご報告申し上げます。 

 

１. 総会・理事会 

  ①総会 

      日時：２００４年４月１０日１７時３０分－１８時 

       場所：東京大学 山上会館 

議題： 

(1) ２００３年度事業報告および同年度決算案の件 
(2) ２００４年度事業計画および同年度予算案の件 
議事の経過： 

上記議題(１)及び(２)につき、担当主任からの説明があり、いずれも全員

一致でこれを決定・了承した。詳細については、別紙１参照。 

  ②前期理事会 

          日時：２００４年４月１０日１２時２０分ー１４時 

          場所：東京大学 山上会館 

議題： 

(1) 新入会員承認の件 
(2) ２００３年度事業報告および同年度決算案の件 
(3) ２００４年度事業計画および同年度予算案の件 
議事の経過： 

上記議題(1)につき、別紙２の通り３５名の入会が承認された。 

上記議題(2)及び(3)につき担当主任からの説明があり、いずれも全員一致

     でこれを了承した。詳細については別紙１参照。 

   

  ③後期理事会 

    日時：２００４年１０月１２日１８時３０分ー２０時３０分 

    場所：東京 私学会館（市ヶ谷） 

    議題： 

（１） 新入会員承認の件 

（２） 外務省条約局の国際法局への改組に伴う特別会員への就任の承認の件 
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（３） 国際大会開催の件 

議事の経過： 

上記議題（１）につき、別紙３の通り４名の入会が承認された。 

上記議題（２）につき、別紙３の通り５名の就任が承認された。 

    上記議題（３）につき、2014 年に日本で国際大会を開催する件につき、スタ   

    ディ・グループの報告を了承し、2005 年度総会に提案することを決定した。 

 

     

２． 研究活動 

① 国内大会 

日時： ２００４年４月１０日 １０時ー１７時３０分 

テーマ： 外交的保護の機能変化 

「国際司法裁判所と外交的保護」    Vaughan Lowe・オックスフォード大学教授 

 「人権諸条約の適用と外交的保護」   木村實・専修大学教授 

「国家による私人の利益保護の多様化」 西村弓・上智大学助教授 

「外交的保護と非公式の外交的支援」  加藤信行・北海学園大学教授 

「会社の国籍と外交的保護」      山内惟介・中央大学教授 

「ＥＵ統合と外交的保護」       須網隆夫・早稲田大学教授 

 

② 国内委員会及び国際委員会への派遣 

 

３． 出版事業 

    英文国際法年報(The Japanese Annual of International Law)第４７号の出版 

 

４． 決算 

    ２００５年４月９日の２００５年度総会において全員一致で承認された。 

詳細については別紙４参照。 
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